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近年、合成音声は身近なものとなりつつあるが、苦手意識を持つ人も少なくない。その理由とし

て、人声のような安心感や信頼感を得られないことが考えられる。そこで本研究では、安心感・

信頼感を得られる合成音声の特徴を分析し、それを表現することを目的とする。 
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１． はじめに 

近年、音声合成技術の進歩により、合成音声が

使われる場は日々の生活においても増えてきている。

一方で合成音声に対して苦手に感じる人も少なくは

ない。例えば人声と合成音声が脳波に与える影響差

に関する研究[1]では、合成音声が聞き手に何らか

のストレスを生じさせたと推測された。このような

状況を鑑みると、より不快感の少ない合成音声につ

いて分析する必要があると考えられる。 

声の印象に関する研究としては、浅田ら[2]が発

話印象モデルにおける声量や抑揚などの要素感覚の

条件を変えた音声についてその印象差を調査してい

るが、用いた要素感覚が声量、抑揚、話速の 3 要素

のみであったこと、条件変更が大小の 2 段階のみで

あったことなどが課題として挙げられていた。     

一方で、声の性格印象に関する研究も行われてきて

おり、これらを活用することで、特定の印象を与え

る合成音声を表現できる可能性がある。 

本研究では不快感の少ない声について、聞き手

が安心感・信頼感を得る声と定義し、人が安心感・

信頼感を得る合成音声の特徴を分析することと、     

実際にその特徴を表現することを目的とする。 

 

２．研究概要 

声の要素の条件を変更した複数の合成音声を用意

し、それらを聴いた印象についてアンケートを実施

することで、声の各要素と安心感・信頼感の関連性

を明らかにする。 

本研究で着目する声の要素は、『声量』『速度』

『高さ』『間』『抑揚』『声質』の 6 項目とする。 

各要素の条件変更について、『声量』『速度』『高

さ』『間』については 5 段階に変更する。『抑揚』に

ついては合成音声ソフト使用時に自動で調整された

もの(以降、自動調整音声と表記)、抑揚を一切なく

したもの、自動調整音声の語尾の音を上げたものの

3 種を用意する。『声質』については個性のあるも

のを 10 種程度用意することを検討中である。 

被験者の負担を減らすために実験は複数回に分け

て行う。初めに予備実験として『声量』『速度』『高

さ』『間』『抑揚』の 5 項目について安心感・信頼感

との関連性を確認する。次に、予備実験で評価の高

かった音声を用いて『声質』を変更する声質比較実

験を実施する。予備実験、声質比較実験を踏まえて、

聞き手に安心感・信頼感を与える合成音声を表現し、

その評価をアンケートに回答してもらう。 

 

３．実験詳細 

３.１．実験音声について 

 予備実験では印象が声質の個性に左右されること

を懸念し、一般的なアナウンス等に使用される音声

に近いものを使用することにした。男女の声の差に

ついては既存研究から大きな影響はないと考えられ

たため、VOICEPEAK の商用可能 6 ナレーターセット

より女性 1 を利用した。 

声質比較実験には VOICEVOX を使用する。

VOICEVOX で提供されている各音声に対して木戸ら

[3]の実験にて示された 8 組の表現語対で主観評価

し、特徴に違いのある 10 数種の音声を実験に使用
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する。発話内容による印象差がないよう、いずれの

実験も実験音声の発話内容は全て「こんにちは。よ

ろしくお願いします。」に統一する。 

実施済みの予備実験では条件を変更した 20 種の

音声を実験に使用した。近く実施予定の声質比較実

験でも実験音声の数は同程度になると思われる。      

 

３.２．実験の流れとアンケート項目 

予備実験及び声質比較実験では、各実験音声に

ついて、個々の音声の印象評価及び基準とする音声

との比較評価を行うアンケートに回答してもらう。

アンケートにはそれぞれの音声を聴き終わったタイ

ミングで都度回答してもらうものとする。 

個々の音声の性格印象評価には、Big-Five（外

向性、協調性、勤勉性、神経症傾向、開放性）を測

定する項目を 10項目に短縮した TIPI-J[4]を使用す

る。各音声に対して、各項目の印象を受けた度合を

7 件法で評価してもらう。基準とする音声との比較

評価では、以下に示す質問について各音声を基準音

声と比較してどちらの方がどの程度当てはまるかを

5 段階で回答してもらう。 

1. 安心すると感じる 

2. 信頼できる・頼りたいと感じる 

3. 任意のサービス利用時に使われていたら嫌

だと感じる 

4. より自然(人間的)だと感じる 

5. 音声が好き 

最終評価実験の実験形式及びアンケート内容に

ついては検討中である。 

 

４．予備実験の結果 

 実験では抑揚以外についてはパラメータの値を 5

段階（1～5）に変更しており、全てのパラメータを

3 にしたものを基準音声に設定した。 

まず、TIPI-J を用いた性格印象評価の結果、発

話速度が極端に遅い 1 音声を除く音声の勤勉性が高

かった。これは、説明やアナウンスに用いられるも

のに近い合成音声を実験に用いたためであると推測

される。 

続いて基準音声との比較評価結果を示す。声量と

間については、パラメータを 2,4 に 1 段階変化させ

た音声は全ての質問で「どちらでもない」への回答

が多かった。このことから、声量と間の多少の変化

は印象に大きな影響を及ぼさないと判明した。 

速度、高さ、間のパラメータを 2 段階下げて 1 に

設定した音声、すなわち速度が極端に遅い音声、高

さが極端に低い音声、間が極端に空いた音声は「音

声が好き」の評価が低かった。特に速度、高さにつ

いては「使われていたら嫌だと感じる音声」の評価

も高く、不快感を得たものと思われる。 

一方で最も好印象だったのは、抑揚の変化におい

て自動調整音声の語尾を上げただけのもの(他パラ

メータの数値は基準音声と同一)であった。また、

「より自然だと感じる」の評価は「音声が好き」と

の関連性が薄く、安心・信頼の少なくとも一方は得

られる音声を好む傾向にあることが確認できた。こ

のことから人に受け入れられやすい合成音声には、

自然さの追求だけでなく、安心・信頼といった感情

を聞き手に与えられることも関係していると考えら

れる。また、安心・信頼の少なくとも一方が得られ

る音声を好む傾向にあるという結果は、安心感・信

頼感を得られる声は不快感を軽減させるという仮説

を裏付けるものになったと考える。 

最後に、性格印象と基準音声との比較評価の結果

の相関を見ると、5 因子のうち神経症傾向の得点が

高い音声は不快感を与えやすいと分かった。 

 

５．おわりに 

 本研究では、安心感・信頼感を与える合成音声の

条件について分析することで、聞き手にとって不快

感の少ない合成音声を表現することを目的としてい

る。今後は、実施済みの予備実験、近日実施の声質

比較実験の結果をもとに安心感・信頼感を与える合

成音声を表現し、最終評価実験を実施する。また、

その結果も踏まえて人に安心感・信頼感を与える合

成音声の特徴についてまとめる予定である。 
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